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【科目】生物反応工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

真壁 恭子

【授業目標・教育方針】
バイオテクノロジーの発展により、生体触媒反応を利用した新たなバイオリアクター技術が次々と開発されている。
生体触媒反応は従来の化学プロセスと比べ有利な点も多く、環境への負荷も少ない。この授業では、バイオリアク
ター技術の基礎となる「酵素反応」および「微生物反応」を理解させるとともに、バイオリアクター技術の応用にも
言及する。

【授業概要】
バイオリアクター技術の基礎となる　1）酵素反応について反応阻害を含んだ反応速度式について学び、2）微生物反
応に関して、反応の各種収率、菌体増殖速度、代謝産物生成速度反応速度式について学ぶ。さらに、3）培養工学やバ
イオリアクター技術の応用を紹介する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：「生物反応工学」　山根恒夫著（産業図書）、「生物反応工学の基礎」　川瀬義矩著（化学工業社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式　プリント配布

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：生物反応工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 概論 バイオリアクターと生物反応工学
2 酵素反応 酵素の分類と特性
3 酵素反応 酵素反応速度論
4 反応阻害 各種反応阻害と基質阻害
5 微生物 微生物反応
6 微生物 培養における物質収支
7 微生物 菌体収率、生成物収率
8 微生物 培養におけるエネルギー収率
9 微生物 微生物における反応速度
10 増殖速度 菌体増殖
11 増殖速度 微生物培養の増殖速度式
12 微生物反応速度 微生物培養の種々の反応速度式
13 培養工学 動物細胞の培養工学
14 培養工学 植物細胞の培養工学
15 バイオリアクター技術 バイオリアクターの応用
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